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新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

9
月
12
日
の
市
長
選
挙
の
結
果
、
多
く
の

市
民
の
皆
様
か
ら
ご
支
援
を
賜
り
、
引
き
続

き
市
政
運
営
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
過
ぎ
た
ら
、
一

番
元
気
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
え
び
の
市
を

目
指
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
決
意
を

新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
独
自
支
援
策
を
引
き
続
き
推
進
す

る
こ
と
で
更
な
る
農
家
所
得
の
向
上
を
図
る

一
方
、
攻
め
の
農
業
戦
略
と
し
て
担
い
手
の

育
成
・
支
援
拠
点
の
整
備
や
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
原
資
に
し
た
農
業
公
社
設
立
に
よ
る
農

業
施
策
の
重
点
化
・
一
本
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
Ａ
Ｉ
導
入
を
支
援
し
ス
マ
ー
ト
農
業

を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

　

本
市
は
、
豊
か
な
自
然
や
観
光
資
源
に
恵

ま
れ
、
大
き
な
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ア
ウ
ト
ド
ア
シ
テ
ィ
の
確
立
と
既
存
観
光
資

源
の
融
合
を
加
速
さ
せ
な
が
ら
、
新
た
に
京

町
地
区
に
河
川
公
園
を
整
備
し
県
境
を
越
え

た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
事
業
を
構
築
、
え
び
の
高

原
に
は
民
間
活
力
を
誘
導
し
て
グ
ラ
ン
ピ
ン

グ
等
を
実
現
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
と
人
口
構
造
の
変
化
は
本
市
が

抱
え
る
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

最
重
点
施
策
と
し
て
産
業
団
地
へ
の
優
良
企

業
誘
致
を
実
現
し
働
く
場
を
確
保
す
る
こ
と

で
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
促
進
し
移
住
定
住
に

つ
な
げ
ま
す
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
や
宿
泊
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
、
独
自
政
策
で
地
元
経
済
を
強

力
に
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
起
業
者
・
小
規

模
事
業
者
支
援
で
事
業
継
続
（
継
承
）
を
後

押
し
し
、
い
ち
早
い
経
済
の
回
復
を
目
指
し

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
4
年
間
に
取
り
組
む
項
目
を

一
部
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ

れ
以
外
の
分
野
に
お
き
ま
し
て
も
、
新
た
な

重
点
施
策
と
し
て
管
理
・
公
表
し
な
が
ら
具

現
化
し
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
改
革
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
市
民
の
皆
様
と
共
に
汗
を
か

き
、
共
に
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
口
蹄
疫
や
硫
黄
山
噴
火
に
も

直
面
し
ま
し
た
が
、
そ
の
た
び
に
市
民
一
丸

と
な
っ
て
困
難
を
乗
り
越
え
る
大
き
な
力
を

感
じ
ま
し
た
。
目
標
を
共
有
し
危
機
感
が
一

致
し
た
時
、
お
互
い
を
思
い
や
る
気
持
ち
が

強
く
連
帯
感
が
生
ま
れ
、
ど
ん
な
困
難
に
も

立
ち
向
か
い
乗
り
越
え
る
力
が
え
び
の
に
は

あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
長
期
間

に
渡
り
与
え
続
け
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
も
ま
た
、
現
在
直
面
し
て
い
る

ピ
ン
チ
で
あ
り
ま
す
が
、
幾
多
の
自
然
災
害

な
ど
を
乗
り
越
え
て
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス

に
す
る
市
民
の
一
致
団
結
力
は
、
え
び
の
の

誇
り
で
あ
り
、
歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。
コ
ロ

ナ
終
息
後
の
Ⅴ
字
回
復
を
目
指
し
、
明
る
い

未
来
を
市
民
と
共
に
切
り
開
い
て
ま
い
り
ま

す
。

生年月日：昭和 37 年 12 月 5 日
最終学歴：昭和 60 年 3 月近畿大学理工学部卒業
経歴：平成 11 年 11 月にえびの市議会議員に初当選
し、平成 21 年 9 月まで 3 期市議会議員を務める。また、
えびの市青年連絡会議議長、えびの青年会議所理事
長、加久藤中学校 PTA 会長、飯野高等学校 PTA 会長
も歴任。平成 21 年にえびの市長に初当選し、現在 4
期目を務める。

えびの市長　村
む ら お か た か あ き

岡隆明

～
四
期
目
の
ス
タ
ー
ト
～

コ
ロ
ナ
ブ
ル
ー
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
！

攻
め
の
農
業
戦
略
と
ス
マ
ー
ト
農
業

の
推
進

企
業
誘
致
を
強
力
に
推
進

コ
ロ
ナ
鎮
静
化
後
の
経
済
の
Ｖ
字
回

復
を
目
指
す

新
し
い
観
光
資
源
の
開
発
と
儲
か
る

観
光
の
推
進
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新
生
え
び
の
市
議
会
始
動

市
政
発
展
を
目
指
し
ま
す

　

9
月
12
日
、
任
期
満
了
に
伴
う
え
び
の
市

議
会
議
員
選
挙
の
投
開
票
が
行
わ
れ
、
新
し

い
市
議
会
議
員
14
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

当
選
し
た
議
員
の
任
期
は
、
令
和
3
年
9

月
26
日
か
ら
令
和
7
年
9
月
25
日
の
4
年
間

で
す
。
今
後
4
年
間
、
議
案
等
を
審
議
す
る

本
会
議
や
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
な
ど

に
出
席
し
、
市
民
生
活
に
関
わ
る
重
要
な
事

柄
を
審
査
・
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

当
選
証
書
付
与

　

9
月
14
日
、
市
役
所
本
庁
で
、
当
選
し
た

市
議
会
議
員
に
対
し
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

の
本
坊
常
男
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
が
付
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

付
与
後
、
本
坊
委
員
長
は
、「
市
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
に
よ

り
雇
用
確
保
な
ど
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
一
人
一
人
の
経
験
や
技
術
を
結
集
し
、

え
び
の
市
発
展
の
た
め
に
4
年
間
力
を
尽
く

し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

議
長
・
副
議
長
が
決
ま
り
ま
し
た

　

市
議
会
議
員
改
選
後
、
初
め
て
の
臨
時
会

が
10
月
5
日
に
開
か
れ
、
議
長
と
副
議
長
な

ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。
選
挙
の
結
果
、
議
長

に
竹
中
雪
宏
氏
、
副
議
長
に
中
山
義
彦
氏
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
紹
介

地
区
／
年
齢
／
党
派

／
期
数 
氏
名

阿あ

べ部 

哲て
つ
み己

下
島
内
／
68
歳
／
無
所
属

／
1
期

吉よ
し
ど
め留 

優ゆ
う
じ二

上
上
江
／
55
歳
／
無
所
属

／
2
期

田た
ぐ
ち口 

正ま
さ
ひ
で英

上
浦
／
71
歳
／
無
所
属

／
3
期

西に
し
は
ら原 

義よ
し
ふ
み文

苧
畑
／
73
歳
／
無
所
属

／
6
期

川か
わ
の野 

亮
り
ょ
う

下
島
内
／
44
歳
／
無
所
属

／
1
期

森も
り 

賢け
ん
じ治

西
内
竪
／
58
歳
／
無
所
属

／
1
期

松ま
つ
さ
か坂 

昭し
ょ
う
じ二

西
長
江
浦
下
／
74
歳
／
無
所
属

／
1
期

小こ
み
や宮 

寧や
す
こ子

中
上
江
／
49
歳
／
公
明
党

／
2
期

中な
か
や
ま山 

義よ
し
ひ
こ彦

坂
元
／
74
歳
／
無
所
属

／
2
期

松ま
つ
く
ぼ窪 

ミ
ツ
エ

今
西
／
72
歳
／
幸
福
実
現
党

／
3
期

西に
し
は
ら原 

政ま
さ
ふ
み文

下
島
内
／
66
歳
／
日
本
共
産
党

／
7
期

栗く
り
し
た下 

政ま
さ
お雄

西
長
江
浦
下
／
79
歳
／
無
所
属

／
10
期

竹た
け
な
か中 

雪ゆ
き
ひ
ろ宏

西
長
江
浦
上
／
66
歳
／
無
所
属

／
5
期

遠と
お
め
つ
か

目
塚 

文あ
や
み美

東
原
田
／
45
歳
／
無
所
属

／
3
期

　

写
　
真



令和2年　えびの市の事故件数

交通死亡事故のないえびの市  を目指して

福満 義秀 会長

黒岩 二仁 課長
ふみ　ひと

え
び
の
市
の
現
状

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納

を
お
考
え
の
人
へ

交
通
事
故
防
止
の
た
め
の

取
り
組
み

・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
活
動

・
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

12
月
は

「
飲
酒
運
転
根
絶
強
化
月
間
」

　
　
　
　
　
　
　
　 

で
す
!!

制
限
運
転
と
は

市
基
地
・
防
災
対
策
課  

基
地
・
防
災
対
策
係

☎
35-

1
1
1
9（
直
通
）

　
市
で
は
、本
年
度
の
6
月
3
日
で
交
通
死

亡
事
故
ゼ
ロ
の
期
間
が
5
4
5
日
間
と
な

り
、宮
崎
県
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
え
び

の
市
の
最
長
記
録
で
あ
る
1
9
7
0
日
間

を
目
指
し
、交
通
死
亡
事
故
防
止
の
た
め
に

も
、安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
事
故
発
生
件
数
も
年
々
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、内
訳
を
年
代
別
で
比
較

し
た
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、65
歳
以
上
の
ド
ラ

イ
バ
ー
が
加
害
者
と
な
っ
た
事
故
が
9
件

発
生
し
て
お
り
、高
齢
者
に
よ
る
事
故
が
最

も
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
外
出
の
際
、移
動
手
段
が
公
共
交
通
機
関

だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
た
め
、自
家
用
車
を

手
放
す
こ
と
が
で
き
ず
、運
転
免
許
の
自
主

返
納
を
し
た
く
て
も
で
き
な
い
人
が
多
い

の
が
現
状
で
す
。

　交通事故は一瞬の出来事です。ちょっとした不注意で、誰もが加害
者にも被害者にもなり得ます。今回の特集では、市の現状や交通事故
防止のための取り組みなどを紹介します。

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
事
故
抑
制
の
た

め
、運
転
に
不
安
を
持
つ
高
齢
者
が
運
転
免

許
証
を
自
主
返
納
し
た
際
に
、次
の
よ
う
な

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す

　
返
納
の
手
続
き
は
次
の
と
お
り
で
す
。

❶
え
び
の
警
察
署（
交
通
課
窓
口
）に
有
効

　
期
間
内
に
あ
る
免
許
証
と
写
真（
6
カ
月

　
以
内
）を
持
参
し
、
返
納
手
続
き
を
行
い

　
ま
す（
代
理
の
場
合
は
、
本
人
直
筆
の
委

　
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
）。
返
納
手
続

　
き
を
す
る
と
、取
消
通
知
書
が
渡
さ
れ
ま

　
す
。

❷
え
び
の
地
区
交
通
安
全
協
会
に
え
び
の
警

　
察
署
で
渡
さ
れ
た
取
消
通
知
書
と
印
鑑
を

　
持
参
す
る
と
返
納
特
典
が
も
ら
え
ま
す
。

　
毎
週
月
曜
日
の
朝
に
市
内
各
所
の

交
差
点
な
ど
で
交
通
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。
通
学
中
の
児
童
や
生
徒
た

ち
に
声
か
け
を
し
て
い
る
の
で
、自

転
車
の
危
険
な
走
行
は
見
か
け
な
く

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、ド
ラ
イ
バ
ー
は
、

私
た
ち
に
気
付
く
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
確
認
を
し
、
黄
色
信
号
で
き
ち
ん

と
停
止
し
ま
す
。
今
後
も
事
故
が
な

い
よ
う
見
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
宮
崎
県

内
で
は
昨
年
度
と
比
べ
て
4
5
0
件

余
り
人
身
事
故
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
え
び
の
市
は
昨
年
と
比
べ

て
人
身
事
故
が
11
件
増
加
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
前
方
不
注
意
な
ど
の
漫

然
運
転
に
よ
る
事
故
が
多
い
た
め
注

意
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
日
照
時
間
が
短
く
な
る

の
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
歩
行
者
等
に

気
付
い
て
も
ら
え
る
よ
う
早
め
に
ラ

イ
ト
を
点
灯
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

歩
行
者
等
は
反
射
材
を
付
け
る
な
ど

し
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
気
付
い
て
も

ら
え
る
よ
う
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
年
4
回
、え
び
の
地
区
交
通
安
全
協
会
や

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
連
携
し
て
、街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を

行
っ
て
い
ま
す
。

市
内
各
所
で

交
通
安
全
の

啓
発
チ
ラ
シ

を
配
る
な
ど

し
て
、
安
全
運

転
を
呼
び
掛

け
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
を
少
し
で
も
減
ら
そ
う
と
、毎
年
、

え
び
の
市
交
通
指
導
員
会
が
市
内
の
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
の
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。
汚
れ
が

付
着
し
た
ミ
ラ
ー
を
丁
寧
に
磨
き
、ド
ラ
イ

バ
ー
が
見
や
す
く
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
宮
崎
県
交
通
安
全
対
策
推
進
本
部
で
は
、

12
月
を「
飲
酒
運
転
根
絶
強
化
月
間
」と
し

て
、取
り
締
ま
り
を
強
化
し
、飲
酒
運
転
に

よ
る
悲
惨
な
交
通
事
故
の
発
生
の
防
止
に

努
め
ま
す
。

　
年
末
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、飲
食
店
で
同

僚
や
友
人
、
ま
た
自
宅
で
家
族
と
の
食
事

の
際
に
飲
酒
す
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
少
量
の
飲
酒
で
も
、ア
ル

コ
ー
ル
は
判
断
力
や
注
意
力
を
低
下
さ
せ

ま
す
。
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
は
、死

亡
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
高
く
な
り

ま
す
。「
少
し
だ
け
な
ら
大
丈
夫
」
と
い
っ

た
軽
い
気
持
ち
で
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
65
歳
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、

自
身
の
体
調
・
運
動
能
力
を
把
握
し
、運
転
し

な
い
時
間
帯
や
場
所
・
状
況
を
決
め
る
こ
と
で
、

無
理
な
運
転
を
控
え
、交
通
事
故
を
未
然
に

防
止
す
る
取
り
組
み
で
す
。
全
国
的
に
は「
補

償
運
転
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は「
田
の
神
さ
あ
制
限
運
転
」
と
名

付
け
、啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

宣
誓
項
目
の
中
か
ら
重
点
的
に
守
る
項
目

を
選
択
し
て
も
ら
う「
宣
誓
証
書
」
も
準
備

し
て
い
ま
す
。
ご
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

基
地
・
防
災
対
策
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

タ
ク
シ
ー
利
用
券

（
初
乗
り
料
金
×
24
回
分
）

商
品
券

（
7
千
円
分
）

えびの市交通指導員会

えびの警察署 地域交通課

問 ※
9
月
に
実
施
す
る
予
定
だ
っ
た
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
、緊
急
事
態
宣
言
延
長
に
伴
い
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

※
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
が
必
要
な
い
人
は
、写
真
を

持
参
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※高速道路での事故も含む
出典：宮崎県警察本部「えびの警察署の交通事故発生状況」

7月9日、道の駅えび ので街頭キャン
ペーンを行いました

7月5日、市役所で交通死亡事故ゼロの表彰が行わ
れました

えびの市ではこれまでに
42人のベテランドライバーが

宣誓しています

1（20 〜 24 歳）
1（25 〜 29 歳）

1（60 〜 64 歳）

4
（30 代）

6
（50 代）

9
（65 歳以上）

3
（40 代）

interview

または

ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
す
る
取
り
組
み

interview

［単位：件］

飲酒運転は
絶対にしない！

させない！
許さない！

制限運転宣誓証書

運
転
経
歴
証
明
書
交
付
手
数
料
の
助
成
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畜
　
産

問

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
豚
熱
の
防
疫
の
徹
底
を

市
畜
産
農
政
課 

畜
産
振
興
室
　
☎
35
‐
3
7
4
4
（
課
直
通
）

【
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】

　

国
内
で
は
、
令
和
2
年
11
月
か
ら
令

和
3
年
3
月
ま
で
に
18
県
で
52
事
例
の

飼
養
家
き
ん
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

確
認
さ
れ
、
約
９
８
７
万
羽
を
殺
処
分

す
る
過
去
最
大
の
発
生
と
な
り
ま
し

た
。
近
隣
諸
国
の
ア
ジ
ア
で
は
韓
国
、

台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
等
に
お
い
て
、
欧
州

で
は
フ
ラ
ン
ス
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ド
イ

ツ
等
に
お
い
て
、
今
年
4
月
以
降
に
発

生
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
今
年
度
も

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
か
ら
渡
り
鳥
の
飛
来

に
よ
り
、
日
本
国
内
に
ウ
イ
ル
ス
が
持

ち
込
ま
れ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
く
、

今
秋
以
降
の
厳
重
な
警
戒
が
必
要
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

市
内
で
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生

防
止
の
た
め
に
、
衛
生
管
理
区
域
内
に

侵
入
す
る
車
両
等
の
洗
浄
・
消
毒
や
家

き
ん
舎
の
防
鳥
ネ
ッ
ト
等
の
点
検
お
よ

び
修
繕
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
ア
フ
リ
カ
豚
熱
（
Ａ
Ｓ
Ｆ
）
お
よ
び

豚
熱
（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）】

　

Ａ
Ｓ
Ｆ
は
、
平
成
30
年
8
月
3
日
、

中
国
で
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
は
じ
め

て
発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
以
降
、

モ
ン
ゴ
ル
や
韓
国
な
ど
近
隣
諸
国
15
カ

国
に
拡
大
。
約
4
億
４
４
８
万
頭
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
国
内
へ
の
侵
入
リ
ス

ク
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
（
令
和
3
年
9

月
22
日
現
在
）。

　

Ｃ
Ｓ
Ｆ
は
、
国
内
で
は
、
野
生
イ
ノ

シ
シ
か
ら
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
検
査
状

況
は
、
宮
城
県
、
山
形
県
、
福
島
県
、

茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
東
京
都
、

神
奈
川
県
、
新
潟
県
、
石
川
県
、
福
井

県
、
山
梨
県
、
長
野
県
、
岐
阜
県
、
静

岡
県
、
三
重
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、

兵
庫
県
、
奈
良
県
、
和
歌
山
県
で
検
査

頭
数
７
２
６
４
頭
中
６
２
５
頭
の
陽
性

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
、

ウ
イ
ル
ス
が
ま
ん
延
し
て
お
り
、
県
内

へ
の
侵
入
リ
ス
ク
が
高
い
状
況
に
あ
り

ま
す
（
令
和
3
年
9
月
22
日
現
在
）。

　

ま
た
、
中
国
な
ど
ア
ジ
ア
地
域
か
ら

の
旅
客
携
帯
品
の
豚
肉
や
ソ
ー
セ
ー
ジ

等
に
お
け
る
Ａ
Ｓ
Ｆ
ウ
イ
ル
ス
遺
伝
子

検
査
陽
性
事
例
が
、
検
疫
探
知
犬
や
口

頭
質
問
に
よ
り
、
96
例
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
（
令
和
3
年
6
月
16
日
現
在
）。

　

Ａ
Ｓ
Ｆ
お
よ
び
Ｃ
Ｓ
Ｆ
の
発
生
防
止

の
た
め
に
、
野
生
動
物
の
侵
入
防
止
対

策
、
人
や
車
両
の
消
毒
な
ど
の
徹
底
を

再
度
、
お
願
い
し
ま
す
。

【
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い
】

　

家
畜
伝
染
病
の
発
生
し
て
い
る
地
域

の
農
場
へ
の
訪
問
は
控
え
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
国
内
へ
輸
入
申
告
の
な
い
肉

製
品
な
ど
の
畜
産
物（
ハ
ム
、ソ
ー
セ
ー

ジ
等
）
の
持
ち
込
み
が
確
認
さ
れ
た
場

合
、
罰
則
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、

注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

各
施
設
に
お
い
て
、
手
指
、
靴
底
等

の
消
毒
設
備
が
あ
っ
た
場
合
は
、
消
毒

の
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
家
畜
に
異
常
を
見
つ
け
た
ら
】

　

家
畜
に
異
常
（
続
け
て
死
亡
し
た
な

ど
）
が
確
認
さ
れ
た
と
き
は
、
都
城
家

畜
保
健
衛
生
所
、
ま
た
は
市
畜
産
農
政

課
畜
産
振
興
室
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。車両の消毒などの防疫の徹底をお願いします

問
都
城
家
畜
保
健
衛
生
所
　
　 

　
☎
0
9
8
6
‐
62
‐
5
1
5
1

学
　
校

　

10
月
4
日
、
加
久
藤
小
学
校
で
「
学

校
給
食
に
関
す
る
県
教
育
長
表
彰
」
の

表
彰
状
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
賞
は
、
学
校
給
食
の
実
施
に
関
し
、

優
秀
な
成
果
を
あ
げ
、
か
つ
、
そ
の
成

果
が
学
校
給
食
の
全
県
的
な
水
準
の
向

上
に
貢
献
す
る
と
考
え
ら
れ
る
学
校
に

対
し
て
宮
崎
県
教
育
長
に
よ
り
学
校
給

食
優
良
学
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
も
の

で
す
。
加
久
藤
小
学
校
は
、
①
学
校
の

教
育
目
標
と
の
関
連
か
ら
、
給
食
指
導

を
学
校
の
教
育
活
動
の
中
に
位
置
付

け
、
豊
か
で
魅
力
あ
る
学
校
給
食
の
実

　

市
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
、
中
学

校
、
高
校
の
制
服
リ
ユ
ー
ス
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
協

力
で
６
０
０
点
以
上
の
制
服
が
集
ま

り
、
利
用
を
希
望
す
る
人
に
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
も
引
き

続
き
こ
の
リ
ユ
ー
ス
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
、
希
望
す
る
人
に
提
供
で
き
る

制
服
は
３
０
０
点
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
学

校
や
サ
イ
ズ
に
よ
っ
て
枚
数
に
ば
ら
つ

き
が
あ
り
ま
す
が
、
無
料
で
配
付
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
提
供
し
て
も
ら
う
も
の
】

・
飯
野
、
上
江
、
加
久
藤
、
真
幸
の
中

学
校
の
制
服
（
夏
・
冬
）

・
飯
野
、
小
林
、
小
林
秀
峰
、
小
林
西

の
高
等
学
校
の
制
服
（
夏
・
冬
）

※
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
な
く
て
も
構

い
ま
せ
ん
が
、
汚
れ
や
破
損
が
ひ
ど
い

物
は
預
か
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
収
集
時
期
お
よ
び
提
供
時
期
】

年
間
を
通
し
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
土
・
日
曜
、
祝
日
、
12
月
29
日
か
ら

1
月
3
日
ま
で
は
休
み
と
な
り
ま
す
。

【
収
集
場
所
】

市
こ
ど
も
課
、
飯
野
出
張
所
、
真
幸
出

張
所

【
必
要
な
人
へ
の
提
供
場
所
】

市
こ
ど
も
課
で
直
接
受
け
付
け
て
、
試

着
後
に
配
布
し
ま
す
。

※
学
校
や
サ
イ
ズ
に
よ
っ
て
は
在
庫
が

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
提
供
要
件
】

・
市
内
に
在
住
の
人

・
市
外
に
在
住
で
、
飯
野
高
校
へ
進
学

予
定
、
ま
た
は
在
学
中
の
人

施
に
努
め
て
い
る
こ
と
、
②
食
に
関
す

る
指
導
の
視
点
を
位
置
付
け
た
指
導

を
、
学
校
全
体
で
組
織
的
に
行
っ
て
い

る
こ
と
、
③
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
を

図
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

の
充
実
・
推
進
に
努
め
て
い
る
こ
と
、

な
ど
の
成
果
が
認
め
ら
れ
、
県
内
で
唯

一
、表
彰
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

梯
か
け
は
し

愛
弥
栄
養
教
諭
は
「
防
災
食
育

セ
ン
タ
ー
や
市
内
の
学
校
な
ど
、
加
久

藤
小
学
校
だ
け
で
な
く
、
え
び
の
市
全

体
の
連
携
が
あ
っ
て
取
れ
た
賞
だ
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

学
校
給
食
宮
崎
県
教
育
長
表
彰

問
市
学
校
教
育
課 

教
育
係
　
☎
35
‐
3
7
2
1
（
課
直
通
）

子
育
て

問 学
生
服
の
リ
ユ
ー
ス（
再
利
用
）事
業

市
こ
ど
も
課 

こ
ど
も
相
談
係
　
☎
35
‐
3
7
3
9
（
直
通
）

左から永山教育長、梯栄養教諭、尻枝技師、川野校長

代表で授与を受ける梯愛弥栄養教諭
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宮交バス　小林～京町 問い合わせ先　宮崎交通（株）小林営業所　℡0984-23-3123　年中無休9：00 ～ 18：00

■京町⇒小林（紙面の都合上、主要なバス停のみを掲載しています。お近くのバス停で掲載されていない場合は、目安としてご利用ください。）
※京町待合所発6：40は、土曜・日曜、祝日は小林駅が終点です。
※道の駅えびのが定休日の場合は停車しません【定休日→毎月第3火曜日（祝日の場合は翌日）および1月1日～ 1月2日】

京町
待合所

えびの
IC 前

道の駅
えびの

えびの
市役所前

文化センター

図書館
大明司

えびの

市立病院前
飯野 五日市 茶屋平

小林
高校前

小林駅
秀峰

高校前

6:40 6:48 → 6:50 → 6:59 → 7:04 7:08 7:10 7:28 7:32 7:38

7:53 8:01 → 8:03 → 8:12 → 8:17 8:21 8:23 → 8:42 …

9:12 9:20 9:21 9:24 9:33 9:36 9:43 9:45 9:49 9:51 → 10:10 …

10:22 10:30 10:31 10:34 10:43 10:46 10:53 10:55 10:59 11:01 → 11:20 …

11:42 11:50 11:51 11:54 12:03 12:06 12:13 12:15 12:19 12:21 → 12:40 …

13:12 13:20 13:21 13:24 13:33 13:36 13:43 13:45 13:49 13:51 → 14:10 …

14:12 14:20 14:21 14:24 14:33 14:36 14:43 14:45 14:49 14:51 → 15:10 …

14:42 14:50 14:51 14:54 15:03 15:06 15:13 15:15 15:19 15:21 → 15:40 …

16:42 16:50 16:51 16:54 17:03 17:06 17:13 17:15 17:19 17:21 → 17:40 …

17:52 18:00 18:01 18:04 18:13 18:16 18:23 18:25 18:29 18:31 → 18:50 …
※交通事情により多少遅れることがあります。余裕をもってご乗車ください。

■小林⇒京町（紙面の都合上、主要なバス停のみを掲載しています。お近くのバス停で掲載されていない場合は、目安としてご利用ください。）
※秀峰高校発17：39は、土曜・日曜、祝日は小林駅が始発です。
※道の駅えびのが定休日の場合は停車しません【定休日→毎月第3火曜日（祝日の場合は翌日）および1月1日～ 1月2日】

秀峰
高校前

小林駅
小林

高校前
茶屋平 五日市 飯野

えびの

市立病院前
大明司

文化センター

図書館
えびの

市役所前
道の駅
えびの

えびの
IC 前

京町
待合所

… 7:00 → 7:19 7:21 7:25 → 7:30 → 7:39 → 7:41 7:49

… 8:10 → 8:29 8:31 8:35 8:38 8:44 8:47 8:56 8:59 9:00 9:08

… 9:20 → 9:39 9:41 9:45 9:48 9:54 9:57 10:06 10:09 10:10 10:18

… 10:40 → 10:59 11:01 11:05 11:08 11:14 11:17 11:26 11:29 11:30 11:38

… 12:10 → 12:29 12:31 12:35 12:38 12:44 12:47 12:56 12:59 13:00 13:08

… 13:10 → 13:29 13:31 13:35 13:38 13:44 13:47 13:56 13:59 14:00 14:08

… 13:40 → 13:59 14:01 14:05 14:08 14:14 14:17 14:26 14:29 14:30 14:38

… 15:40 → 15:59 16:01 16:05 16:08 16:14 16:17 16:26 16:29 16:30 16:38

… 16:50 → 17:09 17:11 17:15 17:18 17:24 17:27 17:36 17:39 17:40 17:48

17:39 17:45 17:49 18:07 18:09 18:13 → 18:18 → 18:27 → 18:29 18:37

… 19:00 → 19:19 19:21 19:25 → 19:30 → 19:39 → 19:41 19:49
※交通事情により多少遅れることがあります。余裕をもってご乗車ください。

令和3年10月1日改正
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一般廃棄物処理に係る相互支援協定
調印式

災害時も円滑な廃棄物処理を
　市美化センターと伊佐北姶良環境管理組合未
来館が、一般廃棄物処理に係る相互支援協定を
締結しました。これは、自然災害をはじめ、施
設故障時など、一般廃棄物の処理に支障が生じ
た場合、円滑な廃棄物の処理を相互に支援する
ために結ばれたものです。同組合の管理者であ
る橋本欣也伊佐市長は「県境自治体として、い
ざという時のためにお互いに協力できる体制を
整えたいです」とあいさつしました。

安心して暮らせる社会に
　小林市で中核機関「にしもろ地区権利擁護推
進センター『つなご』」のオープニングセレモ
ニーが行われました。中核機関『つなご』は、
成年後見制度の利用が必要な人に支援が行き届
くよう、地域連携の中心的な役割を担う機関で
す。同機関は小林市に拠点を置き、西諸 2 市 1
町が共同で設置しました。代表理事の瀬戸山雅
光氏は「西諸地域の皆さんが安心して暮らせる
社会の実現を目指します」と話していました。

9

30
9

21

「えびのお仕事図鑑」贈呈

職場体験の代わりに図鑑作成

10

6

　飯野中学校の生徒たちが「えびのお仕事図鑑」
を市役所と商工会に贈呈しました。これは、え
びので働く大人にインタビューを行い、写真撮
影から記事まですべて生徒たちによって作られ
たものです。
　同中学校 2年生の井上裕靖さんは「短い期
間ではありますが、私たちが頑張って作り上げ
た図鑑なので、ぜひ読んでください」と話して
いました。

えびの市と株式会社博多大丸との
「九州探検隊」アンバサダー認定式

9

24

えびの市の魅力を広く発信
　市役所でえびの市と株式会社博多大丸との

「九州探検隊」アンバサダー認定式が行われま
した。九州探検隊とは、同社が九州の特産品な
どの情報を収集・発掘し、広く紹介するプロジェ
クトです。今回、同社をえびの市の情報発信ア
ンバサダーとして認定しました。同社の村本光
児取締役は「えびの市の PR のために、私たち
を活用してください。えびの市の良いものを紹
介していきたいです」とあいさつしました。

「にしもろ地区権利擁護推進センター
『つなご』」オープニングセレモニー



JR 列車時刻表（吉都線）都城⇒吉松 ◆下り
▲は、工事のため 4 月〜令和 4 年 2 月の第 2 水曜日（祝日を除く）は運休

▲

●

※最終の「●」は、平日のみ運行であるため、各駅に提示している運行日を事前にご確認く
ださい。

都城 小林 えびの
飯野

えびの
上江 えびの 京町

温泉 吉松

5:39 6:35 6:54 6:57 7:08 7:14 7:22

6:35 7:32 7:50 7:54 7:59 8:05 8:13

7:30 8:24 8:46 8:50 8:54 9:00 9:07

13:05 13:54 14:12 14:15 14:20 14:25 14:33

16:09 17:07 17:25 17:28 17:39 17:45 17:52

17:41 18:30 18:48 18:51 18:56 19:02 19:10

18:35 19:25 19:43 19:47 19:56 20:02 20:10

19:57 20:46 21:04 21:07 21:12 21:18 21:26

21:49 22:38 22:56 22:59 23:04 23:10 23:17

2021 年 3 月 13 日版

吉松 京町
温泉 えびの えびの

上江
えびの

飯野 小林 都城

5:27 5:34 5:41 5:46 5:51 6:05 6:53

6:54 7:02 7:09 7:14 7:18 7:33 8:21

8:23 8:30 8:37 8:42 8:46 9:01 9:49

13:12 13:20 13:27 13:32 13:37 13:53 14:41

15:58 16:06 16:12 16:17 16:22 16:36 17:24

17:24 17:32 17:39 17:44 17:48 18:03 18:55

18:23 18:31 18:38 18:43 18:47 19:02 19:50

19:42 19:50 19:56 20:02 20:06 20:20 21:11

JR 列車時刻表（吉都線）吉松⇒都城 ◆上り

▲は、工事のため 4 月〜令和 4 年 2 月の第 2 水曜日（祝日を除く）は運休

■吉松駅　　　　0995-75-2013
■小林駅　　　　0984-23-3040

みんなで 乗って守ろう吉都 線！！マイレール 運 動

▲

2021 年 3 月 13 日版

この時刻表は自宅・会社等に掲示してご利用ください。
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市 民 の お す す め の 一 冊

ねずみくんは
めいたんてい
なかえよしを 作

（ポプラ社）

上江保育園 宮久保果林
さんのおすすめ

■おすすめコメント
　ちいさなねずみくんが、
いろいろな動物たちと触れ
合いながら謎に挑みます。
　ワクワクしながら読むこ
とができる大人も楽しめる
絵本です。

twitter 始めました！
えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見る事ができます。

えびの市民図書館
☎35-0242　https://ebino-city-lib.jp/
開館時間 火曜～土曜／午前9時～午後7時
 日曜 ・ 祝日／午前9時～午後5時
休 館 日 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

【お問い合わせ】 竹下妙子さん ☎37-3056短歌 松山良文さん ☎33-4904俳句 ポエム同好会（田中虎夫） ☎33-2959詩

ブックランド号 運行スケジュール
運行場所（ルート） 運行日（11月） 時　間

真幸地区体育館 2日（火）、
17日（水） 15：25～15：50

飯野駅前地区体育館→飯野出張所
→大平職員宿舎→自衛隊官舎

5日（金）、
19日（金） 14：15～16：30

岡元小学校→市立病院→さくら苑 10日（水）、
24日（水） 13：15～15：15

上江小中学校→プラッセだいわ→
真幸地区体育館→真幸出張所

11日（木）、
25日（木） 13：15～16：30

飯野地区コミュニティセンター 12日（金）、
26日（金） 14：50～15：15

■
短
歌

■
詩

■
俳
句

少お
と
め女
ご
の
指
の
白
さ
よ

葡ぶ
ど
う萄
食た

う
ぶ
る
時
の
眩ま

ば

ゆ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
下
妙
子

　
十
月
の
真ま

す
み澄

の
空
に
流
れ
る
白
い
雲
、
凜り

ん

と
し
て
か
な
し
く
、
愛い

と

し
い
。そ
し
て
少

女
の
指
の
白
さ
、
葡
萄
の
紫
と
対
比
し
て
眩ま
ぶ

し
い
。世
の
中
の
物
は
美
し
さ
を
持
た
な

い
も
の
は
無
い
。人
の
心
、
空
の
雲
、
風
と
木
の
葉
、
す
べ
て
美
で
あ
る
。一
事
コ
ロ
ナ

の
緊
急
事
態
宣
言
解
除
が
発
令
さ
れ
た
が
自
己
防
衛
と
他
人
へ
の
配
慮
が
一
番
大
切
な

時
だ
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
） 

柿
落
葉
沈
む
夕
日
の
秋
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
﨑
キ
ヨ
子

　
だ
い
だ
い
色
の
柿
落
葉
は
、
秋
風
と
戯
れ
た
ら
、
静
か
に
季
節
を
た
つ
ん
で
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

も
う
少
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
幸
一

■読書感想文・読書感想画 館内展示
小学生から高校生までの読書感想文・感想画を展示しま
す。皆さんの力作をご覧ください。

●開催期間＝10月28日（木）～ 11月23日（火）

■税金作文展示
税金に関する作文を展示します。
●開催期間＝11月11日（木）～ 11月17日（水）
●場所＝図書館ロビー

リレー形式で、市民の皆さんにおすすめの一冊を
紹介してもらいます。

■読書感想文・読書感想画 表彰式
市長賞、教育長賞、JA組合長賞、図書館長賞の表彰を行
います。
●日時＝11月14日（日）　午前11時～
●場所＝市文化センター ホール

　
「
偉
人
の
す
ば
ら
し
い
詩
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
点
が
詩
吟
の
大
き
な
魅
力
で
す
」

と
話
す
の
は
、
宮
崎
藤
星
会
代
表
の
連
田
昇

さ
ん
で
す
。

　

連
田
さ
ん
は
、
32
歳
の
頃
に
詩
吟
に
出
合

い
ま
し
た
。「
仕
事
が
終
わ
る
と
、
す
ぐ
に

帰
宅
す
る
会
社
の
事
務
員
が
い
ま
し
た
。
訪

ね
て
み
る
と
『
詩
吟
の
勉
強
会
に
参
加
し
て

い
ま
す
』
と
の
こ
と
。
気
に
な
っ
て
参
加
し

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
も
う
45
年
ほ
ど
続

け
て
い
ま
す
」

　

詩
吟
と
は
、
詩
に
節
を
つ
け
て
吟
ず
る

（
歌
う
）
こ
と
を
言
い
ま
す
。「
詩
吟
で
は
、

自
分
で
詩
を
作
り
、
吟
ず
る
こ
と
は
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り
も
偉
人
の
詩
を
吟

ず
る
こ
と
が
大
半
で
す
。
昔
は
、
市
内
に
も

１
５
０
人
ほ
ど
詩
吟
を
し
て
い
る
人
が
い
ま

し
た
が
、今
で
は
数
え
る
人
し
か
い
ま
せ
ん
」

　

連
田
さ
ん
は
、
毎
週
1
回
宮
崎
市
で
開
催

さ
れ
て
い
る
詩
吟
の
勉
強
会
に
参
加
し
て
い

ま
す
。「
勉
強
会
で
は
、
偉
人
の
詩
の
勉
強

を
し
た
り
、
ピ
ア
ノ
の
音
に
合
わ
せ
て
吟
じ

た
り
し
て
い
ま
す
」

　

ま
た
今
年
に
入
り
、
え
び
の
市
芸
術
文
化

協
会
の
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。「
私
は
え

び
の
市
出
身
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
え
び
の

市
が
と
て
も
好
き
な
の
で
、
会
長
を
引
き
受

け
ま
し
た
。
今
後
の
目
標
は
、
え
び
の
短
歌

会
の
人
た
ち
と
市
内
の
学
校
に
行
っ
て
、
短

歌
の
授
業
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

「
若
い
世
代
の
人
に
芸
術
文
化
の
良
さ
を

知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
市
内
に
は
41
団
体
の

芸
術
文
化
団
体
が
あ
り
ま
す
。
興
味
が
あ
る

団
体
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
み
て
く

だ
さ
い
」
と
思
い
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　宮崎藤星会代表

連
れ ん で ん

田 昇さん

若
い
世
代
の
人
に

芸
術
文
化
の
良
さ
を
伝
え
た
い 何な

ん

に
つ
け
て
も　

後
少
し
が　

欲
に
変
わ
っ
た
時

自
分
で　

追
及
し
た
り　

人
に
も
期
待
さ
れ
る

そ
れ
故
に
無
理
し
体
を
痛
め　

壊
す
人
も
い
る

諦
め
た
り　

挫く
じ

け
た
り　

現
状
維
持
だ
っ
た
り

勿も
ち
ろ
ん論　

そ
の
域
を
突
破
し　

新
記
録
も
生
ま
れ
る

歳
追
う
ご
と
に　

日
常
生
活
に
も
自
分
也
の
一
線
を
引
き

我わ
れ

を
知
ら
な
い
と
日
々
健
康
を
続
け
る
の
は　

困
難
だ

限
界
へ
の
追
及
は　

凡
人
に
は
無
理　

例
え
ば

簡
単
な
草
む
し
り
も
目
標
達
成
迄　

届
か
な
い
ま
ま

現
在
迄
を
満
足
と
し　

行
動
せ
ね
ば　

残
暑
は

厳
し
く　

熱
中
症
も　

す
ぐ
傍
ら
で　

睨に
ら

む

広報 広報令和3年10月号 令和3年10月号15 14



セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

いきいき！健康
H e a l t h y  L i f e

　

治
療
方
針
に
お
困
り
の
人
は
セ
カ

ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
と
は
、

患
者
さ
ん
が
納
得
の
い
く
治
療
法
を

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

治
療
の
進
行
状
況
、
次
の
段
階
の
治

療
選
択
な
ど
に
つ
い
て
、
現
在
診
療

を
受
け
て
い
る
担
当
医
と
は
別
に
、

違
う
医
療
機
関
の
医
師
に
「
第
2
の

意
見
」
を
求
め
る
こ
と
で
す
。
セ
カ

ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
は
、
担
当
医
を
変

え
た
り
、
転
院
し
た
り
す
る
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
そ

ニ
オ
ン
を
受
け
る
の
か
決
ま
っ
た
ら
、

そ
の
医
療
機
関
の
窓
口
に
連
絡
し
て
、

必
要
な
手
続
き
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

（
す
べ
て
の
病
院
で
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
を
実
施
し
て
い
る
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
）。

・
主
治
医
に
紹
介
状
を
書
い
て
も
ら

い
、
必
要
な
資
料
を
も
ら
い
ま
し
ょ

う
（
必
要
な
書
類
や
予
約
の
有
無
は

病
院
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）。

※
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
は
、
基
本

的
に
は
公
的
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ

な
い
自
費
診
療
で
す
。
ま
た
、
病
院

に
よ
っ
て
費
用
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　
文
：
市
立
病
院 

地
域
医
療
連
携
室

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。他
の
医
師
に

意
見
を
聞
く
こ
と
が
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
で
す
。

ど
う
い
う
と
き
に
必
要
？

・
担
当
医
に
診
断
や
治
療
方
針
の
説

明
を
受
け
た
が
、
ど
う
し
た
ら
い
い

か
悩
ん
で
い
る
と
き

・
い
く
つ
か
の
治
療
方
針
を
提
示
さ

れ
て
い
る
が
、
迷
っ
て
い
る
と
き

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

・
ま
ず
、
か
か
り
つ
け
の
主
治
医
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・
ど
の
医
療
機
関
で
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

や
虐
待
な
ど
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
な
く

し
て
い
こ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
女
性
の
抱
え
る
問
題
に
つ

い
て
、
専
門
の
女
性
相
談
員
が
電
話

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。ひ
と
り
で

悩
ま
ず
、
え
び
の
市
女
性
相
談
所
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
専
用
電
話
】
☎
35
‐
0
1
5
2

【
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】

☎
0
1
2
0
‐
1
2
3
‐
6
9
3

【
相
談
日
】毎
週
月
曜
～
金
曜（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

【
時
間
】
午
前
9
時
～
午
後
4
時

　
　
　
文
：
市
総
務
課 

人
権
啓
発
室

　

11
月
12
日
か
ら
25
日
は
「
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間

で
す
。配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）、
性
犯
罪
、
売
買
春
、

人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
女
性
の
人
権

を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
か
な

る
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
、
決
し
て
許

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
期
間
に
は
、
全
国
各
地
で
女

性
に
対
す
る
暴
力
に
関
連
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
期
間
を
き
っ
か
け
と
し
て

暴
力
や
人
権
尊
重
に
つ
い
て
考
え
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
な
い
社
会
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
と
は

　

皆
さ
ん
は
「
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
」

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。パ
ー
プ
ル

リ
ボ
ン
は
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な

く
す
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
を
身
に
付
け
た
り

飾
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
被
害
者
に

「
あ
な
た
は
独
り
で
は
な
い
」
と
勇

気
を
与
え
、
社
会
に
対
し
て
の
Ｄ
Ｖ

暴
力
や
人
権
尊
重
に
つ
い
て
考
え
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ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

農 業 機 械による事 故を防ぎましょう

秋の火 災 予 防 運 動 週 間です

9月の交通事故
発生状況

人　身 4件
物　件 30件

本年累計 24件
本年累計 205件

9月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災 3件
救　急 76件

本年累計 12件
本年累計 664件

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
1
9
6
2

年
に
公
益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ

協
会
（
当
時
は
「
財
団
法
人
日
本
体

育
協
会
」）
が
創
設
し
た
歴
史
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
団
体
で
す
。「
一
人
で
も

多
く
の
青
少
年
に
ス
ポ
ー
ツ
の
歓
び

を
！
」、「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
青
少

年
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
育
て
る
組

織
を
地
域
社
会
の
中
に
！
」
と
の
願

い
か
ら
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
全
国
で
は
約
3
万
の
単
位

団
、
約
56
万
人
の
ス
ポ
ー
ツ
が
大
好

き
な
仲
間
た
ち
が
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

え
び
の
市
で
は
現
在
18
単
位
団

が
登
録
し
、
2
0
5
人
の
団
員
が
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
少
年
団
活
動
を

通
じ
て
、
喜
び
や
楽
し
さ
を
体
験
す

る
と
と
も
に
、
仲
間
と
の
連
帯
や
友

情
を
育
て
、
人
間
性
豊
か
な
社
会
人

と
し
て
成
長
す
る
こ
と
が
期
待
で
き

ま
す
。

　

え
び
の
市
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
種
目

の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
り
た
い
」、「
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
に
興
味
が
あ

る
」、「
一
度
見
学
や
体
験
を
さ
せ
て

み
た
い
」
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
内
容

で
も
構
い
ま
せ
ん
。興
味
が
あ
る
人

は
、
え
び
の
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事

務
局
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
電
話
番
号
】
☎ 

35
‐
2
2
6
8

【
相
談
日
】
月
曜
～
金
曜
（
土
・
日
曜
、

祝
日
を
除
く
）

【
時
間
】
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時
15
分

　
文
：
市
社
会
教
育
課 

市
民
体
育
係

　 1 1 月9 日から1 5 日は 秋 の 火 災 予 防 運 動 週 間
で す。今 年 の 標 語 は 「おうち時 間 　 家 庭で 点 検
火 の 始 末 」で す。これ から徐々に 寒くなり、火 気
の 使 用 が 増えてくる季 節となります。さらに空 気
も乾 燥してくるた め、火 災 の 多 い 時 期で す。
　 昨 年 の 全 国 の 火 災 原 因 は、多 い 順 に 「 た ば
こ」、「コンロ」、「 放 火 」、「 火 入 れ 」となっていま
す。火 を つ ける 際 は、そ の 日 の 気 象 状 況 を 確 認
し、安 全 に 行うことに 注 意してくだ さ い。ま た、
寝 た ばこはしな い、コンロ の 火 を つ け たら離 れ
な い などの 防 火 対 策 に努 めてください。

　 公 道 で の 農 業 機 械 の 交 通 事 故 は 単 独 事 故と
他 の 車 両 からの 追 突 事 故 の 2 種 類 があります。

［単 独 事 故］用 水 路 等への転 落・傾 斜 地での横 転
［追 突 事 故］夜 間 等 にお ける追 突

　 公 道での 農 業 機 械 による交 通 事 故 対 策として
3 つ の ポイントをお 伝えします。
1 . 確 実 な 運 転 操 作とブレ ーキ連 結 の 確 認
2 . 安 全キャブ・フレームの装 着とシートベルトの
着 用
3 . ランプ 類 や 低 速 車 マーク等 の 取り付 け

生涯スポーツ
L i f e l o n g  s p o r t
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令和3年自動車起終点調査ご協力の
お願い

　国土交通省では、自動車の利用実態を把握することを目
的として、全国一斉に「全国道路・街路交通情勢調査 自動
車起終点調査」を実施します。
　この調査は、国土交通省が管理する自動車登録情報か
ら調査対象車両を無作為に抽出し、ある一日の自動車の
利用状況についてアンケートを実施するものです。
　回答した内容は、道路に関するさまざまな問題（渋滞、
交通事故、環境など）を解決するための基礎資料として活
用し、目的以外には使用しません。
　選ばれた車を所有されるお宅にお願いハガキを送付し、
その後、本調査票を送付しますので、調査の趣旨をご理解
いただき、調査へのご協力をお願いします。
　また、サポートセンターを設置しています。調査票記入等
でご不明な点がありましたら、お問い合わせください。

【調査日】9月～ 11月
【調査内容】自動車の利用状況について、調査票もしくはイ

ンターネットによるアンケート方式で回答
【対象者】国土交通省が管理する自動車登録情報から無作

為に抽出された車両の所有者
【配布方法】郵送配布

問国土交通省 九州地方整備局 宮崎河川国道事務所 調査
第二課　　　
☎0985-24-8502
問サポートセンター
☎0120-562-922

読書サポーター養成研修会

　宮崎県教育委員会では、「読書サポーター養成研修会」
を開催します。
　子ども達に読み聞かせをしてみたい、絵本の魅力を伝え
たいなど読書や読み聞かせに関心のある人は、お気軽に
ご参加ください。

【開催日】①11月27日（土）午前10時～正午
②12月7日（火）午後7時～午後9時

【場所】①高原町総合保健福祉センターほほえみ館
②えびの市文化センター（2階） 大研修室・視聴覚音楽室

【内容】［読み聞かせ入門コース］
基礎から学びたい人（親子での参加も可）

［読み聞かせスキルアップコース］
読み聞かせ経験おおむね３年以上の人
※いずれかのコースをお選びください。

【参加費】無料
※マスク着用でのご参加をお願いします。

【定員】各コース20人程度（先着順）　
【申込期限】11月19日（金）
【対象】居住地に関係なく、どちらの会場も参加できます。
【講師】畠里良文さん  ［どんぐりの会代表］ 

相良禮子さん  ［高原町読み聞かせボランティア代表］
坂下実千代さん ［小林市小・中学校「読みきかせ」連絡協議
会代表］

【申込方法】電話、またはファクスでお申し込みください。
※新型コロナウイルスの感染状況によっては、中止となる
ことがあります。
申・問 宮崎県教育庁 南部教育事務所（都城市北原町24-
21）家庭・地域教育担当（担当：堀川） 
☎0986-23-4521/FAX 0986-25-8914
申・問市社会教育課 文化係（文化センター内）
☎35-2268（課直通） / FAX 35-2908

「わけもんの主張」の発表者募集

　市選挙管理委員会では、令和4年１月中旬に高原町で開
催される「わけもんの主張」西諸県大会の発表者を募集し
ます。

【募集人員】１～２人程度
【申込資格】平成4年4月2日から平成18年4月1日までに生

まれた者（高校１年生の学年から29歳まで）で、次のいずれ
かの要件を満たす者
①市内在住者、または出身者
②市内の事業所に勤務する者
③市内の高校に通学している者

【発表内容】演題は自由です。有権者として、または未来の
有権者として政治や選挙について考えていることや感じて
いること、求めていることについて5分以内で発表できる内
容。

【申込締切】11月26日（金）

【申込方法】市選挙管理委員会事務局に直接、または郵送
およびメール（11月26日まで必着）で提出してください。
※応募多数の場合は審査のうえ発表者を決定します。審査
結果は12月3日（金）までに本人に通知します。西諸県大会
の上位入賞者は、令和4年2月26日（土）に宮崎市で開催さ
れる県大会において西諸県大会代表として発表します。
※新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、ビデオ審査
や書面審査等の方法で実施する場合があります。
申・問市選挙管理委員会事務局
☎35-3732 / E-mail : senkan@city.ebino.lg.jp

金婚者祝賀会の参加者を
募集します

　市では、令和3年に結婚50周年を迎える皆さんの、いっ
そうの円満な生活と長寿を願う行事として金婚者祝賀会
を開催します。
　式典当日は新型コロナウイルス感染拡大防止策を徹底
のうえ、式典を開催しますのでご理解とご協力をお願い
します。多数のご参加をお待ちしています。

【開催日】11月19日（金）
【時間】［受付］午前9時～　［開会］午前10時
【内容】写真撮影・記念品贈呈・アトラクション（未定）

※撮影した写真については後日参加者に配布予定です。
【場所】市文化センター
【対象者】昭和46年1月1日から12月31日までの間に結婚

した市内在住の夫婦
【申込方法】市福祉課福祉係に直接、または電話でお申し

込みください。
【申込期限】11月5日（金）

申・問市福祉課 福祉係
☎35-1115（直通）

「にしもろ基幹相談支援センター」
が開設されました

　「にしもろ基幹相談支援センター」では、障がいのある人
やその家族が、住み慣れた地域で安心して生活できるよう
に、各種相談や情報提供、関係機関との連携等、総合的
な支援を行います。
　相談は、センターでの窓口相談のほか、自宅訪問や電話、

メールでも受け付けます。今後は、西諸管内で巡回相談も
実施しますので、お気軽にご相談ください。
■にしもろ基幹相談支援センター

【開所時間】午前8時30分～午後5時15分（月曜～金曜 ※土・
日、祝日・年末年始を除く）

【場所】〒886-0003 小林市堤108-1（小林市八幡原市民総
合センター内）
☎22-2373 / FAX 22-2358
E-mail : info@n-kikansoudan.net
問市福祉課 福祉係
☎35-1115（直通）

権利擁護無料相談会

　身寄りがなく、財産管理や福祉サービスなどをどのよう
にしたらいいのかわからない、障がいのある家族の将来が
心配など、日常生活で困っていることを悩んでいる人のた
めに、無料相談会を実施します。

【開催日】11月8日（月）
【時間】午後1時30分～午後3時30分
【場所】総合福祉センター
【費用】無料
【相談員】弁護士、司法書士、社会福祉士など
【その他】予約不要です。なお、相談内容が外部に漏れるこ

とはありません。
問にしもろ地区権利擁護推進センターつなご
☎27-3358

税務署での相談は予約を

 税務署での相談は、事前の予約をお願いします。
　国税について面談による相談を希望される場合や相談
内容により電話等での回答が困難な場合には、電話等で
事前に相談日時等を予約した上で、所轄の税務署で相談
を受け付けています。
　なお、予約の際には、名前・住所・相談内容等をお聞き
します。
問小林税務署
☎23-3126 ※自動音声案内
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日間の講座を通じて学べる内容となっています。　
　また、えびの創業塾を受講した人は、市が交付する「特
定創業支援事業証明書」により、株式会社を設立する際の
登録免許税の軽減措置や信用保証枠の拡大などの特例が
適用されます。
■第1回

【日程】11月2日（火）
【内容】経営
【時間および講義のテーマ】
［午後1時45分～午後2時］（講師：市役所・起業支援センター
（ E-Bic）・商工会）
・オリエンテーション

［午後2時～午後4時］（講師：よろず支援拠点 川野圭介 氏）
・強みを活かしたビジネスプランのつくり方
・個別相談（30分程度）
■第2回

【日程】11月10日（水）
【内容】販路開拓
【時間および講義のテーマ】
［午後2時～午後4時］（講師：よろず支援拠点 柳本明子 氏）
・会社のPRのためのネットツールの活用
・個別相談（30分程度）
■第3回

【日程】11月17日（水）
【内容】財務
【時間および講義のテーマ】
［午後2時～午後4時］（講師：よろず支援拠点 糸山秀彦 氏）
・創業に必要な会計知識と諸手続きについて
・個別相談（30分程度）
■第4回

【日程】11月24日（水）
【内容】経営
【時間および講義のテーマ】
［午後2時～午後3時］（講師：日本政策金融公庫 会田晋之介 

氏）
・開業資金は私達にお任せください（事業計画書の作成方
法など）
※個別相談は無し（後日対応）

［午後3時10分～午後4時10分］（講師：宮崎銀行・鹿児島銀
行・高鍋信用金庫）
・開業資金は私達にお任せください（各20分程度）

※個別相談は無し（後日対応）
■第5回

【日程】12月1日（水）
【内容】経営
【時間および講義のテーマ】
［午後2時～午後3時30分］（講師：よろず支援拠点 黒田泰裕 

氏）
・成功事例、失敗事例から学ぶ会社経営のあり方

［午後3時30分～午後4時］
・修了式(商工会)、個別相談（30分程度）
■共通事項

【対象者】創業予定の人、新事業展開を検討中の人、また
は経営の基礎的なことを学びたい人も受講可能です。

【受講料】無料
【定員】30人
【場所】えびの市商工会
【申込方法】えびの市商工会へ申込書を持参するか、電話、

またはファクスで申し込んでください。
【申込締切】10月29日（金）

※原則、全てのカリキュラムを受講していただきます。
問市観光商工課 商工係
☎35-3728/FAX 35-0401
問えびの市商工会　
☎35-1544/FAX 35-2644

10月は3R（スリーアール）推進月間
です
 毎年10月は「リデュース・リユース・リサイクル（3R ）

推進月間」です。物質の循環を実現し、資源の消費や環
境への負荷を少なくする「循環型社会」形成のため、リ
デュース（廃棄物の発生抑制）・リユース（再使用）・リサ
イクル（再生利用）への取り組みが必要です。
　循環型社会を形成するためには、法整備だけでなく、
ごみそのものの発生を抑えることや、ごみとして捨てて
いたものを再使用・再生利用して処分するごみの量を少
なくする工夫が必要です。毎日の生活の中で3Rに気を配
ることで容器包装の排出削減等につながります。ご協力
をお願いします。
問市美化センター
☎33-5782

みんなでできる鳥獣被害対策

　秋冬のシカ・イノシシは奥山のエサが減り食糧を求めて
人里にまで現れます。
　冬場の青草を少なくすることで繁殖頭数を抑えることが
できます。水田では、米の収穫後にヒコバエが生えシカの
エサ場となりますので、早めに稲株を耕運してください。ま
た、再生したあぜ草がエサ場にならないよう刈り払いは必
要最小限で行ってください。畑では、不必要な収穫の残り
かすや木の実などはイノシシやカラスに食べられないよう
にしましょう。
■まずは、ご自身での対策を
　野生動物の侵入対策がされていない田畑で駆除を行っ
ても、後日別のイノシシやシカに入られるだけで被害は止
まりません。駆除依頼をされる前に針金や紐などの簡単な
柵の設置をお願いします。また、市では電気柵の補助も行っ
ていますのでお問い合わせください。
■狩猟免許を取得してみませんか

 第3回狩猟免許試験が令和4年1月23日（日）に宮崎県庁
で行われます。興味のある人や継続した鳥獣被害にお困り
の人は取得を検討してください。

【受験申込期間】11月22日（月）～ 12月24日（金）
【申込先】西諸県農林振興局林務課

■防護柵等を設置されている人へ
　漏電している電気柵や高さが適切でない電気柵が見受
けられます。電気柵は「痛みと危険と学習させる心理」によ
って動物の慣れを防ぎ、長期的に農作物を守る効果があり
ますので、適切な管理をお願いします。
　また、ツタや雑草が絡みついた金網柵が見受けられます。
そのままでは強風等で倒れるおそれがありますので、適切
な管理をお願いします。
問市農林整備課 林務係　
☎35-3725（課直通）
申・問宮崎県西諸県農林振興局林務課（林政・普及担当）
☎23-4725

第2回スマート農業推進事業の説明
会と要望調査を行います

　市では、ロボット技術やICT等を活用して、超省力・高品

質生産を実現する新たな農業（スマート農業）を促進する
ため、事業費に対する補助を行っています。今回、令和3年
度2回目となる事業説明会と要望調査を実施します。

【開催日】11月15日（月）
【時間】[午前の部]午前10時～ [午後の部]午後1時30分～
【場所】市役所本庁 大会議室（4階）
【対象者】認定農業者、または認定新規就農者（認定見込

者含む）、農業者団体（構成員の過半数が認定農業者、ま
たは認定新規就農者）

【補助対象事業】市内においてロボット技術、AI、IoT等
の先端技術を活用した先駆的な取り組みであり、次のう
ち2つ以上の目標達成に必要な機械等

（1）農業経営規模の1割以上の拡大 
（2）農業所得の1割以上の拡大
（3）生産性の1割以上の向上
（4）経営コストの1割以上の削減
（5）農作業時間の1割以上の削減

※事業費（消費税抜き）が50万円以上のものが対象
【持参するもの】
・「補助対象事業」内の目標設定（ 1）から（ 5）で該当す
る項目の現状値が確認できる資料

・導入を希望する機械等の見積書
・税の申告書（個人事業者の場合は、令和2年分確定申告
書および収支内訳書の写し、 法人格の場合は、決算報告
書の写し）

・導入を希望する機械等のパンフレット
【補助額】事業費（消費税抜き）の2分の1、または150万

円のうち低い額
※予算枠を超える要望があった場合は、先駆性、導入効
果等により対象者を選定します。
申・問市畜産農政課 担い手対策係
☎35-3744（課直通）

えびの創業塾を開催します

　えびの創業塾では、創業を予定している人、第2創業を
検討している人、経営の基礎的なことを学びたい人を対象
(市外の人も含む)に、経営・財務・人材育成・販路拡大など事
業を行う上で必要とされる知識を身につけることができる

「えびの創業塾」を開催します。創業に向けた基礎知識を5
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人　口　≫  

世帯数　≫

17,197人 （前月比 -98人）
男性／8,112人（-69人） 　女性／9,085人（-29人）
転入／29人  転出／93人  出生／4人  死亡／38人

7,880世帯 （前月比 -79世帯）

9 月末日、新 型コロナワクチンの2回目を打 ちました 。緊
急事 態 宣 言は 解 除 されました が、気を 付 けて 取 材した

いと思います。（ 長 友 ）

皆 さん 、ど ん な 秋 を 過 ごして いま す か。私 の 今 年 の 目
標 はスポーツの 秋 。運 動 不足 解 消・健 康 づくりのため 、

ウォーキングを始めました 。（ 中山 ）（令和3年10月1日現在）

で提供）※提供時間を親子の部・一般の部で区切り、なく
なり次第終了

【配布】苗木の無料配布　※なくなり次第終了
■歴史民俗資料館

【展示】第139号地下式横穴墓出土品
■防災食育センター駐車場

【展示】消防団ブース、自衛隊車両、警察車両
【体験】交通安全教育車「セーフティフェニックス号」（13

日のみ）
【相談】地震対策住宅相談コーナー

※来場者の密を避けるため、開催期間中のシャトルバス
運行はありません。来場の際は公共交通機関、または市
文化センター東側駐車場をご利用ください。
※ステージイベント（芸能歌手等）、郷土芸能、田の神さぁ
おどりは実施しません。
※会場各所で、検温測定および手指消毒を行います。来
場の際は、マスク着用をお願いします。なお、発熱等の
風邪症状がある場合は、来場をお控えください。
問市企画課 政策係
☎35-3712（直通）
問市社会教育課（文化センター内）
☎35-2268（課直通）
問JAえびの市 総務課
☎33-3100

川内川でリバーカヌー体験しません
か

　アウトドアステーションえびのでは、川内川で「リバー
カヌー体験」を開催します。当日はインストラクターが
乗り方やこぎ方などを指導しますので、どなたでも気軽
にご参加ください。

【開催日】11月14日（日）

【集合時間】午前10時
【集合場所】湯田橋下河川敷（グリーンパークえびの付近）
【参加費】3,500円（保険料込み）
【定員】8人
【対象】小学4年生以上
【準備するもの】濡れてもいい服、着替え、タオル、飲

み物、かかとが止まる靴
【その他】・時間は約2時間を予定しています。
・雨天等により中止の場合は、前日までに判断し、ご連
絡します。

【申込方法】アウトドアステーションえびのに電話で
申し込みください。
申・問アウトドアステーションえびの
☎48-7650

■証明書等コンビニ交付サービスを
　ご利用ください

問市民環境課 市民・年金係　   ☎35-1117（直通）
問市税務課 収納対策室　　　☎35-3737（直通）

　マイナンバーカードを利用して、市が発行する証
明書（住民票の写し、印鑑登録証明書等）を全国の
コンビニエンスストア等のマルチコピー機で取得で
きます。

【利用日時】午前 6 時 30 分～午後 11 時
※年末年始を除く
※戸籍証明のみ平日午前 9 時～午後 5 時

【取得できる証明書】
住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍全部（一部）
事項証明書、戸籍の附票の写し、所得課税証明書、
非課税証明書

今月の表紙　≫ 今月の納税　≫

10 月11 日、岡 元 地 区 で 稲 刈
りが 行われていました 。
取 材に協 力いただ いた宮路さ
ん 夫 妻 は、「 4 年 ぶりの 収 穫 で
した 。立 派 な 稲 が 実って 感 無
量です」と話していました 。

Sマークは「安全・安心・清潔」の証明

　11月は、標準営業約款（ Sマーク）普及登録促進月間
です。Sマークは、理容業、美容業、クリーニング業、め
ん類飲食店営業、一般飲食店営業の5業種で導入されて
います。
　Sマークは、厚生労働大臣認可の標準営業約款に従っ
て営業しているお店の証（あかし）です。　
　このSマークを店頭に表示しているお店なら「安全」、

「安心」、「清潔」が保証され、皆さんの信頼できるお店選
びの大きな目安となります。
　また、万一の場合、事故賠償基準に基づいた補償が受
けられます。
問公益財団法人 宮崎県生活衛生営業指導センター
☎0985-25-1466

令和３年度市民表彰式典

　市では、市の政治、経済、文化、その他各般にわたって
市政振興に寄与し、その功績が顕著な人や団体を表彰し
ます。ぜひ、ご来場ください。

※当日は、新型コロナウイルス感染症拡大防止策を徹底
したうえで開催しますので、ご協力をお願いします。

【開催日】11月3日（水・祝）
【時間】午前10時～午前10時30分頃
【場所】市文化センターホール
【入場料】無料

問市企画課 秘書係
☎35-1111（内線302）

第35回田の神さぁの里産業文化祭
を開催します

　令和3年度の田の神さぁの里産業文化祭は、新型コロ
ナウイルス感染症の感染防止対策のため、昨年度に引き
続き分散・縮小して開催します。
※新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況によって
は、内容の変更や中止となる場合があります。あらかじ
めご了承ください。

【開催日】11月13日（土）・14日（日）※雨天決行
【時間】午前9時～午後4時
【場所】JAえびの市本店・えびの市文化の杜

※天候により一部変更になる場合があります。
■JAえびの市本店南側駐車場

【催事】焼肉ガーデン
【出店】農畜産物・農業機械・生産資材・特産物等の販売
【食堂】うどんコーナー

■文化センター
【展示】美術・工芸・手芸作品、市民団体の活動内容、男女

共同参画・女性相談関連パネル、園児・児童・生徒作品（小
中学校は校区別の分散展示）

【表彰】読書感想文・読書感想画表彰式（14日 午前11時～）
■保健センター前（歴史民俗資料館資材搬入口）

【提供】木づかい広場（椅子製作セットを1セット1,000円

個人市県民税 第3期
国民健康保険税 第4期
後期高齢者医療保険料 第4期
介護保険料 第4期
11月1日（月）までに納めましょう。
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写真：ミズナラ倒木から生えるシイタケ（撮影：平成28年９月27日）
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シイタケ Lentinula edodes キシメジ科シイタケ属
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